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停
滞
す
る
梅
雨
前
線
の
影
響

で
、
島
根
県
内
に
お
い
て
も
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
、
県
東
部
で
は

７
月
８
日
、
集
中
豪
雨
を
も
た
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ら
す
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
県
内

で
は
浸
水
な
ど
の
住
家
被
害
や
ハ
ウ

ス
浸
水
・
冠
水
や
畑
へ
の
土
砂
流

入
・
冠
水
被
害
に
よ
っ
て
、
ト
マ
ト

や
青
ネ
ギ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の

野
菜
、
ブ
ド
ウ
や
イ
チ
ジ
ク
、
柿
な

ど
の
果
物
、
水
稲
な
ど
に
も
被
害
が

及
ん
だ
▼
線
状
降
水
帯
は
、
今
年
も

全
国
各
地
で
発
生
し
、
そ
の
脅
威
は

毎
年
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
気

象
庁
は
６
月
、
理
化
学
研
究
所
の
ス

ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
富
岳
」

（
神
戸
市
）
を
使
っ
て
線
状
降
水
帯

の
発
生
を
予
測
す
る
実
証
実
験
を
全

国
規
模
で
始
め
る
と
明
ら
か
に
し
た

▼
同
庁
は
昨
年
か
ら
、
発
生
の
半
日

前
に
線
状
降
水
帯
を
予
報
す
る
取
り

組
み
を
開
始
。
現
在
の
ス
パ
コ
ン
で

は
、
主
に
全
国
を
５
㌔
・
㍍
四
方
の

マ
ス
目
に
区
切
っ
た
モ
デ
ル
で
計
算

し
て
い
る
が
、
昨
年
⒎
～
９
月
に
発

表
し
た
１
３
回
の
予
報
う
ち
、
的
中

は
３
回
の
み
だ
っ
た
と
い
う
。
同
庁

な
ど
は
、
富
岳
の
処
理
能
力
を
生
か

し
て
マ
ス
目
を
１
㌔
・
㍍
四
方
ま
で

細
か
く
し
た
モ
デ
ル
を
開
発
。
１
０

月
ま
で
に
行
う
実
証
実
験
で
は
、
新

モ
デ
ル
を
使
っ
て
予
測
し
、
予
測
の

成
否
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
る
こ

と
で
さ
ら
に
高
精
度
化
を
図
る
と
い

う
▼
気
象
庁
は
現
在
、
近
畿
、
四
国

な
ど
１
１
の
地
域
単
位
で
半
日
前
予

報
を
発
表
し
て
お
り
、
富
岳
の
実
証

実
験
も
踏
ま
え
、
来
年
以
降
、
都
道

府
県
単
位
、
市
町
村
単
位
で
の
半
日

予
報
を
順
次
開
始
す
る
▼
し
か
し
、

線
状
降
水
帯
が
発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
未
解
明
の
部
分
も
多
く
、
気
象

研
究
所
や
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
な
ど
約
２
０
の
大

学
・
研
究
機
関
が
連
携
し
て
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
一
刻
も
早
い
予

測
の
精
度
化
を
期
待
し
た
い
。（
遠
） 

８
日
か
ら
断
続
的
に
続
い

た
記
録
的
大
雨
で
河
川
の
水

位
上
昇
に
よ
る
浸
水
被
害
や

農
地
・
農
業
用
施
設
、
農
作
物

（
野
菜
や
果
物
、
水
稲
等
）
な

ど
へ
の
被
害
発
生
を
受
け
、
日

本
共
産
党
県
議
団
は
２
１
日
、

県
に
対
し
、
被
災
者
の
生
活
再

建
支
援
や
従
来
の
延
長
線
上

で
は
な
い
防
災
・
減
災
対
策
の

抜
本
的
強
化
を
要
請
し
ま
し

た
。 尾

村
利
成
県
議
は
、
年
金
が

下
が
り
、
物
価
が
上
が
る
も
と

で
、
支
援
対
象
の
拡
充
な
ど
積

極
的
な
支
援
策
を
講
じ
る
よ

う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。 

大
国
陽
介
県
議
は
、
同
じ
地

域
で
の
浸
水
被
害
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
。
要
請
で

は
、
▽
県
独
自
の
被
災
者
生
活

再
建
支
援
制
度
の
拡
充
▽
農

作
物
被
害
の
十
分
な
補
償
、
農

地
や
農
業
施
設
の
復
旧
に
か

か
る
農
家
負
担
の
免
除
・
減
免

▽
県
の
河
川
整
備
、
砂
防
関
係

予
算
の
増
額
▽
河
川
改
修
な

ど
整
備
計
画
、
進
捗
状
況
の
住

民
へ
の
周
知―

な
ど
１
６
項

目
を
求
め
ま
し
た
。 

森
本
敬
史
防
災
部
長
は
「
現

在
も
調
査
す
る
ご
と
に
被
害

が
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
出

雲
市
は
災
害
救
助
法
を
適
用

し
た
。
全
力
で
復
旧
・
復
興
に

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ
、

党
県
議
団
が
求
め
た
要
望
に

つ
い
て
は
「
今
後
の
対
応
の
参

考
に
さ
せ
て
頂
き
た
い
」
と
応

じ
ま
し
た
。 

む
ら
ほ
え
り
こ
衆
院
島
根

１
区
予
定
候
補
、
松
江
市
の
舟

木
健
治
、
橘
ふ
み
両
市
議
、
出

雲
市
の
後
藤
由
美
市
議
が
同

席
し
ま
し
た
。 

 

島
根
県
東
部
が
８
日
に
大

雨
被
害
を
受
け
る
中
、
日
本
共

産
党
の
、
む
ら
ほ
え
り
こ
衆
院

島
根
１
区
予
定
候
補
、
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
は
１

３
日
、
松
江
市
中
心
部
の
黒

田
・
春
日
地
区
の
被
災
者
を
見

舞
い
、
要
望
を
聞
き
ま
し
た
。

同
地
区
は
豪
雨
の
た
び
に
河

川
・
水
路
が
氾
濫
し
、
道
路
の

冠
水
や
家
屋
の
浸
水
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

１
３
日
も
局
地
的
に
激
し

い
雨
が
降
る
中
、
比
津
町
自
治

会
の
中
村
清
志
会
長
は
「
今
回

も
床
下
浸
水
が
発
生
し
た
。
災

害
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
増
設
は

歓
迎
す
る
。
こ
の
間
、
自
治
会

と
し
て
年
２
回
の
河
川
清
掃

を
し
て
い
る
。
行
政
が
定
期
的

に
掘
削
を
実
施
し
、
護
岸
の
か

さ
上
げ
な
ど
抜
本
的
な
対
策

を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。 

 

む
ら
ほ
氏
は
「
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
災
害
に
備
え
た
防

災
対
策
が
必
要
。
既
存
の
対
策

を
総
点
検
し
、
計
画
の
見
直
し

と
強
化
が
求
め
ら
れ
る
」
と
話

し
ま
し
た
。 

 

一
部
破
損
１
棟
、
床
上
浸

水
６
棟
、
床
下
浸
水
３
０
棟

の
被
害
（
１
１
日
現
在
）
が

出
た
出
雲
市
で
は
、
大
国
県

議
、
後
藤
由
美
、
吉
井
安
見

の
両
市
議
が
こ
の
間
、
被
災

状
況
を
調
査
し
て
回
り
ま
し

た
。 

２
０
日
に
鳥
取
県

か
ら
島
根
県
入
り
し

た
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
（
富
山

―

広
島
コ
ー
ス
）
で
、

通
し
行
進
者
の
山
内

金
久
氏
と
原
水
爆
禁

止
島
根
県
協
議
会
の

西
尾
幸
子
代
表
理

事
、
多
久
和
昭
代
氏
、

徳
永
和
洋
事
務
局
長

の
４
氏
が
２
１
日
、

県
庁
と
県
議
会
を
訪

れ
ま
し
た
。（
写
真
） 

日
本
共
産
党
の
尾

村
利
成
、
大
国
陽
介

の
両
県
議
、
む
ら
ほ

え
り
こ
衆
院
島
根
１

区
予
定
候
補
が
同
席

し
ま
し
た
。 

山
内
氏
は
「
通
し

行
進
す
る
中
で
、
核

兵
器
廃
絶
や
平
和
の

思
い
を
託
さ
れ
て
き

た
。
核
の
な
い
世
界

の
実
現
に
向
け
て
頑

張
り
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。 

栁
樂
ひ
と
み
総
務

部
次
長
、
県
議
会
の

奈
良
井
浩
人
事
務
局

長
、
渡
部
浩
二
事
務

局
次
長
が
激
励
し
ま

し
た
。 

日
本
共
産
党
創
立
１
０
１

周
年
を
迎
え
た
１
５
日
、
松

江
市
で
は
、
む
ら
ほ
え
り
こ

衆
院
島
根
１
区
予
定
候
補
、

上
代
善
雄
県
委
員
長
、
尾
村

利
成
県
議
、
岩
田
剛
東
部
地

区
委
員
長
、
松
江
市
議
団
が

宣
伝
し
ま
し
た
。
反
戦
平
和

を
貫
い
て
き
た
党
の
歴
史
を

紹
介
し
、
衆
院
選
で
党
躍
進

を
勝
ち
取
る
た
め
に
奮
闘
す

る
と
訴
え
ま
し
た
。（
写
真
） 

 
要請する、むらほ衆院島根１区予定候補と地方議員（県庁） 

中村自治会長（右から２人目）から話を聞く、むらほ氏（左端）ら（松江市） 


